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表紙説明
　今年も天候がおかしい。２月に暖か
い日が続き、珍しく梅雨らしい梅雨の
後には干ばつが続いた。そのためだ
ろうか、オオゴマダラがほとんど見え
ず、サトウキビも打撃を受けた。11月
は温かい（暑い？）日が続き、15日頃
までセミの声がして、ミーニシは遅れ
て駅伝の日に吹いた。
　それでも、アツバジシバリは、いつ
ものように海岸線を黄色い花で彩って
いた。11月11日、喜界ガーデンゴルフ
下にて。

12
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。

島
の
海
辺
は

　
　
花
い
っ
ぱ
い
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（
六
五
ー
一
一
一
一
）

コンセプト
　喜界町の町花である竜舌蘭は、天に向かって真っ直ぐに伸び花を
咲かせます。
この竜舌蘭のように目標に素直にチャレンジし、やがて、それぞれ
の４つのつぼみは天に向け大きな花を咲かせる。このような児童の
姿を表しました。
　また、４つのつぼみは、各地域（学校）から集まる生徒それぞれが、
大きな可能性を秘めたつぼみであり、将来大きく咲き誇って欲しい
という願いを込めています。
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切 り 取 り
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第
45
回
島
内
一
周
駅
伝
は
11
月
20

日
、
役
場
前
を
発
着
点
に
15
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
15
区
間
３
３
・
１
７
㎞
で
行

わ
れ
た
。

  

レ
ー
ス
は
序
盤
か
ら
赤
連
池
治
が
、

各
選
手
と
も
区
間
上
位
の
力
走
で
リ
ー

ド
を
保
ち
、
一
時
は
２
位
に
最
大
３
分

近
く
差
を
広
げ
、
11
区
ま
で
ト
ッ
プ
を

キ
ー
プ
。
終
盤
に
入
る
と
、
堅
実
な
走

り
で
徐
々
に
順
位
を
上
げ
て
き
た
湾
が

12
区
で
つ
い
に
逆
転
、
14
区
ま
で
ト
ッ

プ
を
守
っ
た
。
し
か
し
、
赤
連
池
治
は

14
区
で
、
八
木
敏
文
選
手
が
区
間
唯
一

の
９
分
台
を
叩
き
出
し
て
逃
げ
る
湾
に

詰
め
寄
る
と
、
最
終
15
区
の
田
中
三
男

選
手
が
、
２
年
連
続
と
な
る
区
間
新
記

録
の
檄
走
で
再
逆
転
。
３
連
覇
と
な
る

栄
光
の
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
。
な
お
、

B
ク
ラ
ス
優
勝
に
は
各
区
間
で
安
定
し

た
走
り
を
み
せ
た
早
町
が
輝
き
、
総
合

で
も
３
位
に
入
る
健
闘
を
み
せ
た
。

　

赤
連
・
池
治
の
岩
井
大
樹
監
督
は
「
序

盤
か
ら
流
れ
に
乗
っ
た
。
終
盤
に
は
追

い
上
げ
ら
れ
た
が
、
八
木
、
田
中
両
選

手
の
強
さ
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
３

連
覇
を
確
信
し
て
い
た
。
田
中
選
手
を

は
じ
め
全
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し

た
い
」
と
感
激
し
た
。

　
　
　
　
　
　

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
の
早
町
は
総
合
で
も
３
位
に
食
い
込
む　

                 　
　
　

     　
　

  
ー
第
46
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
ー

ミ
ー
ニ
シ
吹
き
す
さ
ぶ
秋
空
の
下
、
15
チ
ー
ム
２
２
５
人
が
沿
道
の
声
援
を
背
に
激
走

赤
連
池
治 

再
逆
転
で
３
連
覇
達
成
!!

選
手
宣
誓
は
荒
木
Ａ
の
与
謝
野

拓
実
選
手
（
９
区
中
学
男
子
）

死
力
を
尽
く
し
て
真
っ
先
に
ゴ
ー
ル

見
事
３
連
覇
を
達
成
し
た
赤
連
池
治
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優 勝 赤連池治A 2時間01分 53秒
２位 湾体協A 2時間02分 03秒
３位 早町 2時間04分 38秒
４位 中里連合 2時間04分 42秒
５位 上嘉鉄Ａ 2時間05分 44秒
６位 志佐 2時間09分 50秒
７位 坂嶺 2時間11分 18秒
８位 荒木A 2時間12分 12秒
９位 湾体協B 2時間13分 19秒
10位 滝川 2時間17分 58秒
11位 上嘉鉄Ｂ 2時間18分 30秒
12位 赤連池治B 2時間18分 37秒
13位 荒木B 2時間21分 16秒
14位 小野津 2時間29分 46秒
15位 阿伝 2時間35分 14秒

優 勝 荒木A 2時間7分30秒

【総合の部】【区間賞】

【Bクラスの部】

【Ａクラス】湾体協 A、赤連池治 A、荒木 A、上嘉鉄 A
中里連合 

【Ｂクラス】湾体協 B、赤連池治 B、上嘉鉄 B、阿伝
早町、志戸桶、坂嶺、滝川

１区 清水　菜々美 04分14秒 赤連池治A
２区 岩川　武蔵 09分17秒 赤連池治A 新
３区 岡本　夢実 06分05秒 赤連池治A
４区 今井　達雄 06分12秒 中里連合
５区 築　彩香 05分32秒 中里連合 新
６区 向井　良人 12分44秒 赤連池治A 新
７区 黒田　祥平 07分04秒 湾体協A
８区 秋田　拓己 07分39秒 中里連合
９区 吉沢　凛太郎 09分05秒 湾体協A
10区 大山　魁斗 05分10秒 早町
11区 藤原　輝行 11分37秒 早町
12区 正木　勇太 11分44秒 中里連合
13区 美代　奈津実 03分25秒 湾体協A
14区 八木　敏文 09分56秒 赤連池治A
15区 田中　三男 05分50秒 赤連池治A 新

島内一周駅伝競走大会の記録
平成元年 湾 1 時間 54 分 47 秒
平成 2 年 赤連 2 時間 03 分 29 秒
平成 3 年 赤連 1 時間 58 分 41 秒
平成 4 年 早町 2 時間 00 分 25 秒
平成 5 年 赤連 1 時間 55 分 18 秒
平成 6 年 早町 1 時間 56 分 09 秒
平成 7 年 湾Ｃ 1 時間 57 分 59 秒
平成 8 年 湾Ｃ 1 時間 57 分 28 秒
平成 9 年 湾Ｃ 1 時間 57 分 21 秒

平成 10 年 湾Ａ 1 時間 58 分 24 秒
平成 11 年 湾Ｃ 1 時間 56 分 42 秒
平成 12 年 湾Ｂ 1 時間 59 分 24 秒
平成 13 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 57 分 05 秒
平成 14 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 56 分 08 秒
平成 15 年 湾Ｂ 1 時間 56 分 59 秒
平成 16 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 55 分 54 秒
平成 17 年 湾 B 1 時間 55 分 30 秒
平成 18 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 58 分 52 秒
平成 19 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 58 分 53 秒
平成 20 年 上嘉鉄Ａ 1 時間 59 分 58 秒
平成 21 年 赤連・池治 2 時間 01 分 29 秒
平成 22 年 赤連・池治 2 時間 01 分 17 秒
平成 23 年 赤連・池治 2 時間 01 分 53 秒

平
成
元
年
以
降
の
優
勝
チ
ー
ム

平
成
元
年
以
降
の
優
勝
回
数

湾 B 9 回

上嘉鉄Ａ 6 回

湾Ｃ 4 回

湾Ａ 2 回

早町 2 回

※湾 B は、現在の
　赤連池治。
※湾 C は、現在の
　中里連合。
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定
し
た
。

　

そ
の
後
、
㈲
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
代

表
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
の
和
田
隆
昌
氏
に
よ
る
「
大
震
災

か
ら
家
族
を
救
う
方
法
」
〜
東
日
本
大

震
災
・
現
地
の
取
材
を
踏
ま
え
て
〜
と

題
し
て
の
講
演
会
が
、
会
場
を
町
体
育

館
に
戻
し
て
行
わ
れ
た
。

　

和
田
氏
は
、
長
年
取
り
組
む
危
機
管

理
術
の
研
究
や
阪
神
淡
路
大
震
災
ボ
ラ

テ
ィ
ア
、
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
大

地
震
に
お
い
て
の
危
機
管
理
を
説
く
書

籍
の
出
版
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
、
被

災
地
の
映
像
も
交
え
な
が
ら
、
地
震
や

津
波
発
生
時
の
対
処
法
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。「
西
日
本
に
も
大
地
震

は
必
ず
発
生
し
、
喜
界
島
は
震
源
域
に

あ
る
」
と
指
摘
し
、
自
分
や
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
は
「
楽
観
せ
ず
避
難
勧

告
に
従
う
こ
と
。
わ
れ
先
に
逃
げ
る
こ

と
を
恥
と
思
わ
な
い
こ
と
」
な
ど
と
説

明
。
地
域
の
生
存
率
を
上
げ
る
に
は「
お

年
寄
り
な
ど
の
災
害
弱
者
を
守
る
た
め

に
、
普
段
か
ら
の
避
難
・
防
災
訓
練
や

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
（
晴

永
清
道
教
育
長
）
は
11
月
27

日
、
第
16
回
生
涯
学
習
推
進

大
会
を
町
体
育
館
な
ど
で
開

催
し
た
。

　

開
会
の
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
、
奄
美
芸
能
島
唄

研
究
会
に
よ
る
島
唄
や
阿
伝

小
児
童
の
エ
イ
サ
ー
、
喜
界

島
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
町
民
憲

章
の
朗
読
や
加
藤
啓
雄
町
長

の
あ
い
さ
つ
、
中
島
智
一
町

議
会
議
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ

の
他
、
農
村
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
農
水
副
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
福
島
裕
子
さ
ん
へ
の
表
彰
伝
達

と
農
産
漁
村
女
性
活
動
功
労
者
県
知
事

表
彰
を
受
け
た
伊
牟
田
正
子
さ
ん
の
受

賞
披
露
も
あ
っ
た
。

　

役
場
や
中
央
公
民
館
な
ど
に
会
場
を

移
し
て
行
わ
れ
た
分
科
会
で
は
、
第
１

（
青
少
年
教
育
、
参
加
数
52
人
）
や
第

２
（
ま
ち
づ
く
り
、
同
44
人
）、
第
３

（
健
康
、
同
86
人
）、
第
４
（
文
化
活
動
、

同
50
人
）、
第
５
（
環
境
、
同
42
人
）、

第
６
（
産
業
、
同
72
人
）
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
事
例
発
表
や
質
疑
応
答
な
ど

が
あ
り
、
新
た
に
分
科
会
テ
ー
マ
も
決

地
域
住
民
間
の
連
携
が
重
要
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
聴
講
者

か
ら
の
「
東
北
で
は
ク
ル
マ
で
避
難
し

て
渋
滞
し
、
結
果
的
に
多
く
の
人
が
逃

げ
遅
れ
た
。
そ
の
対
策
は
」
と
の
問
い

に
、
和
田
氏
は
「
災
害
弱
者
の
み
ク
ル

マ
で
避
難
す
べ
き
。
一
般
の
人
は
徒
歩

で
の
避
難
経
路
や
集
合
場
所
を
確
認
し

て
お
く
」
な
ど
と
答
え
た
。

　

講
演
後
は
各
分
科
会
の
報
告
会
が
あ

り
、「
子
ど
も
に
夢
を
持
た
せ
る
に
は
、

大
人
が
夢
を
語
ろ
う
」（
第
１
分
科
会
）、

「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
長
い
人
生
を

歩
ん
で
き
た
誇
り
が
あ
る
。
余
生
で
な

く
「
与
生
」
と
し
て
、
地
域
へ
の
貢
献

を
考
え
て
い
る
」（
第
２
分
科
会
）、「
日

本
で
生
ま
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
世

界
各
地
で
若
者
に
も
親
し
ま
れ
て
い

る
。
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
最

適
」（
第
３
分
科
会
）
な
ど
、
事
例
発

表
や
話
し
合
い
の
様
子
と
各
分
科
会
の

実
践
事
項
が
報
告
さ
れ
た
（
※
実
践
事

項
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

最
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

上
嘉
鉄
小
全
校
児
童
に
よ
る
上
嘉
鉄

伝
統
の
『
ソ
ー
バ
ン
踊
り
』
や
荒
木
青

壮
年
団
に
よ
る
伝
統
芸
能
『
棒
踊
り
』、

志
戸
桶
小
６
年
生
に
よ
る
ゴ
マ
づ
く
り

の
「
苦
労
と
感
動
」
を
表
現
し
た
ダ
ン

ス
『
志
戸
桶
小
６
年
戦
隊
ご
ま
作
る
ん

ジ
ャ
ー
』、
フ
ラ
教
室
「
ア
ヌ
エ
ヌ
エ

喜
界
フ
ラ
」
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
大
会
に
華
を
添
え
た
。

　

ま
た
、
町
体
育
館
に
は
児
童
生
徒
や

町
民
に
よ
る
絵
画
や
書
画
、
盆
栽
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

その1

シ
マ
の
話
題

農作業を再現しながら『イトゥー』（オープニング）

みんなで実践！住みよい町づくりを目指して !!
　　　　　第 16 回喜界町生涯学習推進大会

第 4 分科会（文化活動部会）の様子

「普段からの危機管理」を
分かりやすく解説した和田氏

志小 6 年生のダンス『ごま作るんジャー』注目を集めていた板倉三枝子さんの寄せ植え
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昭
和
30
年
に
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
年
代
で
つ
く
る
喜
界
30
会
（
吉
本

泰
雄
会
長
）
は
11
月
４
日
、
全
国
同
窓

会
を
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

同
窓
会
は
全
国
各
地
か
ら
約
１
４
０

人
が
参
集
し
、
数
年
ぶ
り
数
十
年
ぶ
り

に
再
会
す
る
同
級
生
ら
と
近
況
報
告
や

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
旧
交

を
温
め
た
。
ま
た
、
余
興
と
し
て
同
窓

生
に
よ
る
郷
土
芸
能
や
踊
り
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
大
い
に
楽
し
み
、

時
間
を
忘
れ
て
童
心
に
返
っ
て
い
た
。

　

翌
日
は
全
員
参
加
で
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ

で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流

し
、
そ
の
後
は
各
校
区
ご
と
に
母
校
を

訪
問
し
た
。

　

千
葉
県
か
ら
駆
け
付
け
た
上
原
康
治

さ
ん
（
湾
出
身
）
は
「
ゆ
り
か
ご
と
も

　

フ
ラ
（
ダ
ン
ス
）
教
室
「
ア
ヌ
エ
ヌ

エ
喜
界
」（
中
屋
輝
子
主
宰
）
は
11
月

12
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に

約
一
千
人
を
集
め
て
、
結
成
一
周
年
記

念
の
第
１
回
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

同
教
室
は
、
こ
の
発
表
会
を
機
に
、

そ
れ
ま
で
の
「
ワ
ヒ
ネ
・
オ
・
カ
ラ
ー

喜
界
」
か
ら
名
称
変
更
し
た
。「
ア
ヌ

エ
ヌ
エ
」
と
は
、
ハ
ワ
イ
語
で
虹
を
意

味
す
る
。

　

発
表
会
は
生
徒
全
員
に
よ
る
「
カ
イ

マ
ナ
・
ヒ
ラ
」
で
幕
を
開
け
、
３
歳
児

か
ら
70
歳
代
の
54
人
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー

ム
を
組
み
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
と
情

熱
的
な
ダ
ン
ス
で
超
満
員
の
会
場
を
魅

了
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子

園
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
喜
高
３
年
生

ト
リ
オ
「
ハ
ナ
サ
め
ー
ら
び
」
も
日
本

一
の
フ
ラ
を
披
露
し
た
。

　

会
の
終
盤
に
は
、
来
春
に
高
校
を
卒

業
す
る
ハ
ナ
サ
め
ー
ら
び
の
３
人
が
舞

台
上
で
、
恩
師
の
中
屋
さ
ん
に
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
る
感
動
の
一
幕
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
ト
リ
を
務
め
た
ハ
ナ
サ
め
ー

ら
び
の
ス
テ
ー
ジ
中
、
テ
レ
ビ
番
組
の

収
録
で
島
を
訪
れ
て
い
た
、
お
笑
い
芸

人
の
岡
村
隆
史
さ
ん
が
飛
び
入
り
参
加

す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
か
ら

大
き
な
声
援
を
浴
び
て
い
た
。

　

な
お
、
今
回
は
震
災
被
災
地
支
援
と

し
て
、
日
本
の
フ
ラ
発
祥
地
で
、
フ
ラ

ブ
ー
ム
に
火
を
付
け
た
映
画
『
フ
ラ

ガ
ー
ル
』
の
舞
台
に
も
な
っ
た
福
島
県

い
わ
き
市
へ
の
義
援
金
も
募
り
、
20
万

円
強
を
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
事
務
局

を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
っ
た
。

い
え
る
故
郷
に
対
す
る
思
い
は
畏
敬
と

感
謝
。
中
学
卒
業
以
来
、
56
年
ぶ
り
に

再
会
し
た
旧
友
を
思
い
出
す
ま
で
の
時

間
が
何
と
も
い
え
ず
楽
し
か
っ
た
。
次

は
喜
寿
（
77
歳
）
に
再
会
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　

池
治
在
住
の
吉
本
敏
子
さ
ん
は
11
月

18
日
、
長
年
に
渡
っ
て
町
地
域
婦
人
会

連
合
会
会
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
功
績

が
認
め
ら
れ
、
社
会
教
育
者
功
労
表
彰

（
女
性
教
育
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

　

吉
本
さ
ん
は
東
京
・
霞
が
関
の
文
部

科
学
省
に
招
待
さ
れ
、
同
省
内
の
講
堂

で
直
接
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
賞
状
を

手
渡
さ
れ
た
。

　

吉
本
さ
ん
は
「
仲
間
の
協
力
が
あ
っ

て
思
い
が
け
ず
受
賞
で
き
た
。
皆
で
い

た
だ
い
た
表
彰
で
す
」
と
感
謝
し
た
。

多彩なステージで大観衆の心を奪った

いつまでも美しい故郷を願って清掃活動

恋人をつくって、また島に来ます！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
魅
惑
の
フ
ラ
に
観
衆
も
笑
顔

　
　
　
　
「
ア
ヌ
エ
ヌ
エ
喜
界
」
第
１
回
発
表
会

生涯学習推進大会分科会実践事項
第１地域・家庭・学校で、大人と子どもと夢や思
　　いを語り合おう。
第２支えあう声かけ、集落行事には、一人一人が
　　自ら進んで参加しよう。
第３自分にあった健康法と趣味を持ち、バランス
　　のとれた食事・適度な運動を継続します。
第４公民館活動を活用し、各地区に文化活動団体
　　を立ち上げ、地域文化活動の推進を図り、地 
　　域文化協会の立ち上げに努め、八月踊りの 
　　DVD・CD・歌詞集を活用し、その伝承活動 
　　に努めます。
第５我が家の水はいずこへ？ 目で見、鼻で嗅ぎ、
　　わちゃしまぬ水環境の今を知ろう！
第６地域の特性を活かした環境保全型農業を図
　　り、各分野における担い手不足解消に努めま 
　　す。

地
婦
連
の
活
動
で
社
会
教
育
功

労
者
表
彰
　
吉
本
敏
子
元
会
長

喜
界
30
会
が
故
郷
で
全
国
同
窓
会

旧
友
と
の
再
会
で
童
心
に
返
る
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平成24年度保育所入所の申込について

勤労者ファミリー資金のご案内
勤労者ファミリー資金は鹿児島県と九州労働金庫との協調融資です。

県内の中小企業にお勤めで県内在住の方であればご利用いただけます。

【 資 金 種 類 】　１　遅払賃金補てん資金

　　　　　　　２　育児・介護休業資金

　　　　　　　３　教育資金

　　　　　　　４　医療資金

　　　　　　　５　冠婚葬祭資金

【 融 資 利 率 】　遅払、育児・介護…２．０％　その他２．２％

　　　　　　　　（別途保証料０．７％〜１．２％）

【融資限度額】　遅払賃金補てん６０万円、育児・介護１００万円

　　　　　　　教育２００万円、医療、冠婚葬祭１５０万円

【 融 資 期 間 】　教育１０年以内、その他５年以内（据置期間を含む）

【 対 象 児 】ひまわり第一保育園 ：小学校就学前の児童

　　　　　  ひまわり第二保育園 ：小学校就学前の児童

【受付期間】平成23年12月19日（月）〜12月21日（水） ３日間

【受付時間】午前８：30 〜午後５：00

【受付場所】喜界町役場 ・保健福祉課（窓口）

【申込用紙】ひまわり第一 、第二保育園 ・保健福祉課（窓口）

【入所基準】①居宅以外で労働することを常態としていること。

　　　　　 ②居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をすることを常態としていること。

　　　　　 ③母親が出産の前後、病気、負傷、心身に障害がある場合。

　　　　　 ④死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない家庭の場合。

　　　　　 ⑤家庭に長期にわたる病人や心身の障害のある人があり、親が常時看護にあたっている場合。

　　　　　 ⑥地震、風水害、火災、その他の災害の復旧に当たっていること。

 ※ 詳しくは役場保健福祉課（℡６５−１１１１）へお尋ねください。

     （平成24年4月1日入所希望の方は必ずこの受付期間内に申込みをして下さい。）

▽問い合わせ先

　県庁雇用労政課　　　　０９９( ２８６) ３０１４

　九州労働金庫県本部　　０９９( ２２５) ２２１７

　九州労働金庫大島支店　０９９７( ５２) ２５３１
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

平
成
二
十
三
年
十
月
、
小
学
六
年

生
・
中
学
三
年
生
を
対
象
に
、
学
力

の
状
況
と
日
頃
の
学
習
の
状
況
を
調

べ
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
全
国
で
一
斉
に
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
各
市
町
村
単
位
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
喜
界
町
の
平
均
正
答
率

で
す
。
本
年
度
は
、
市
町
村
単
位
で

の
実
施
に
な
り
ま
す
の
で
全
国
、
県

と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
度

の
喜
界
町
の
結
果
と
の
比
較
で
分
析

を
行
い
ま
す
。
黄
色
い
部

分
が
、
昨
年
度
よ
り
成
果

が
見
ら
れ
る
教
科
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
よ
り

次
の
よ
う
な
成
果
と
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

【
成
果
】

○　

喜
界
町
の
小
学
校

の
学
力
は
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
算
数
の
基
礎
・

基
本
に
お
け
る
学
力
の

向
上
が
見
ら
れ
る
。

○　

中
学
校
の
学
力
は
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
国

語
に
学
力
の
向
上
が
見

ら
れ
る
。

【
課
題
】

○　

小
・
中
と
も
に
活
用
を
図
る
問

題
に
、
課
題
が
見
ら
れ
る
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
活
用
す
る
力
を
高
め
る

た
め
の
授
業
改
善
や
家
庭
学
習
の
質

の
向
上
及
び
十
分
な
家
庭
学
習
時
間

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

○　

中
学
校
の
数
学
は
、
基
礎
・
基

本
か
ら
あ
ら
た
め
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指

導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
な
ど
授
業
改

善
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、
全
国
・
県
と
の

平
均
比
較
が
で
き
な
い
た
め
、
正
確

な
分
析
は
、
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

結
果
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
力
は
、「
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
」

た
め
、「
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
て
い
く
」
た
め
に
、
最

も
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
け
る

よ
う
に
教
育
委
員
会
も
こ
れ
ら
の
結

果
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

の
心
を
温
か
く
す
る
劇
、
聴
く
も
の

の
心
を
癒
す
合
唱
な
ど
中
学
生
な
ら

で
は
の
様
々
な
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
一
週
間
は
、
た
く
さ
ん
の
地

域
の
方
々
の
温
か
い
応
援
を
受
け
て

き
っ
と
各
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

元
気
と
や
る
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
参
観
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

   

「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』

   

県
民
週
間
」
た
く
さ
ん
の
参
観
あ
り

   

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
（
火
）
か
ら
十
一
月

七
日
（
月
）
ま
で
各
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
で
「
地
域
が
育
む
『
か

ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
の
一

環
と
し
て
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ど
の
学
校
も
創
意
・
工
夫
が

な
さ
れ
た
行
事
を
企
画
す
る
な
ど
、

日
ご
ろ
の
学
校
の
教
育
活
動
の
一
端

を
公
開
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
閉
校

の
年
の
た
め
、
特
別
な
思
い
で
、
各

学
校
が
閉
校
に
関
係
す
る
様
々
な
取

組
や
発
表
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
小
規
模
校
は
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
学
習
発
表
会
や
文
化
祭

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
た

く
さ
ん
の
声
援
に
い
つ
も
以
上
の
頑

張
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

体
育
館
の
特
設
ブ
ー
ス
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

地
域
の
方
々
の
作
品
も
多
数
展
示
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
特
に
地
域

の
方
々
の
協
力
が
多
か
っ
た
と
学
校

の
先
生
方
も
感
激
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
湾
小
学
校
で
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
発
表
が
行
わ
れ
、
学
校
の
規
模

を
生
か
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
、
自
分
の
夢

を
熱
く
語
る
弁
論
大
会
、
見
る
も
の

二
中
六
調

荒
木
小
交
流
給
食

湾
小
発
表

早
町
中
合
唱

早
町
小
ふ
る
さ
と
先
生
授
業

上
小
ソ
ー
バ
ン
踊
り
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12
月
１
日
は

  

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

２
０
１
０
年
、
日
本
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
の
新
規
感
染
は
、
１
０
５
０
件
、
エ

イ
ズ
を
新
た
に
発
症
し
た
新
規
患
者
は

４
５
３
件
で
し
た
。

　

２
０
１
０
年
、
日
本
で
は
毎
日
４
人

以
上
の
人
が
、
ど
こ
か
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な

病
気
と
し
て
み
ん
な
が
理
解
し
、
予
防

し
て
い
く
こ
と
大
切
で
す
。

ま
さ
に
エ
イ
ズ
に
は

「
知
る
こ
と
が
ワ
ク
チ
ン
」

で
す
！

エ
イ
ズ
と
は

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
り
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
働

き
が
不
十
分
に
な
り
、
か
か
っ
て
し
ま

う
様
々
な
病
気
の
総
称
で
す
。

感
染
経
路
は

　

母
子
感
染
・
血
液
感
染
・
性
行
為
感

染
の
３
つ
だ
け
で
す
。

★
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
力
は
弱
く
性
行
為
以

外
の
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
意
思
次
第

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

検
査
・
相
談

　

感
染
の
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
迷

わ
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
全
国
の

保
健
所
で
匿
名
・
無
料
で
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
！

エ
イ
ズ
予
防
財
団

℡
０
１
２
０
（
１
７
７
）
８
１
２

携
帯
か
ら
は

℡
０
３
（
５
２
５
９
）
１
８
１
５

★
検
査
目
的
の
献
血
は
絶
対
に
ダ
メ
で

す
。
献
血
者
に
結
果
が
知
ら
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

喜島 寿士くん 佐藤 匠真くん 澄田望琉士くん 徳重 遥斗くん 吉田 光佑くん松田 彩希ちゃん

3歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

エ
イ
ズ
と
わ
た
し

〜
支
え
る
こ
と
と

　
　
　
　
防
ぐ
こ
と
〜

共
に
照
ら
そ
う

　
共
に
分
か
ち
あ
お
う

SAFE SEX STOP AIDS

☆
そ
の
他

　

・
帰
宅
し
た
ら
う
が
い
を
。

　

・
マ
ス
ク
で
口
や
鼻
に
手
が
触
れ
る

　
　

の
も
予
防
。

２
、　

人
に
感
染
さ
せ
な
い

　
　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　
　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
人

　

も
マ
ス
ク
を
！

３
、　

そ
の
他

　

☆
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と

　
　

十
分
な
睡
眠
で
体
の
抵
抗
力
を

　
　

ア
ッ
プ
！

　

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接

　
　

種
で
重
症
化
予
防

　

☆
加
湿
器
や
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
室

　
　

内
の
湿
度
を
ア
ッ
プ
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
冬
場
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感

染
症
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
。
と
く
に
島
外

か
ら
の
人
の
出
入
り
が
増
え
る
年
末
年

始
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
ィ

ル
ス
が
島
に
も
入
り
込
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
予
防
対
策
を
習
慣
に
し
て
、
自

分
の
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

１
、　

ウ
イ
ル
ス
等
を
入
れ
な
い

☆
「
手
洗
い
」
が
第
一
！

　
　

多
く
は
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
に
触
れ

　

た
、
手
を
介
し
て
、
口
な
ど
の
粘
膜

　

か
ら
感
染
し
ま
す
。
外
出
か
ら
帰
っ

　

た
時
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
は
、

　

石
け
ん
を
泡
立
て
て
手
の
ひ
ら
、
指

　

の
間
や
手
首
ま
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ

　

う
。

今
か
ら
備
え
る

冬
の
感
染
症
予
防
対
策
‼
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その2

シ
マ
の
話
題

　

平
成
22
年
か
ら
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
農
地
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
手
久
津
久
地
区
内
で
発
見
さ
れ

た
崩
リ
（
く
ず
り
）
遺
跡
で
こ
の
ほ
ど
、

計
４
体
の
人
骨
が
納
め
ら
れ
た
２
つ
の

土
坑
墓
（
ど
こ
う
ぼ
）
が
発
見
さ
れ
た
。

同
地
区
に
は
他
に
、
川
尻
遺
跡
、
中
増

（
な
か
ま
し
）
遺
跡
、
川
寺
遺
跡
の
３

遺
跡
が
あ
り
、
崩
リ
遺
跡
と
合
わ
せ
た

総
面
積
は
、
城
久
遺
跡
群
の
２
倍
に
相

当
す
る
約
26
万
㎡
と
な
る
。

　

今
回
見
つ
か
っ
た
２
基
の
土
坑
墓

は
、
平
安
時
代
（
12
世
紀
）
の
墓
と
み

ら
れ
、
い
ず
れ
も
地
中
15
セ
ン
チ
か
ら

発
掘
さ
れ
、
約
２
ｍ
×
約
１
ｍ
の
形
状

だ
っ
た
。

手
久
津
久
で
重
要
遺
跡
発
見 

〜
指
導
者
の
墓
か
〜

      　
　
　
　

同
時
に
縄
文
時
代
後
期
の
住
居
跡
も
確
認

　

ま
た
、
現
地
説
明
会
が
11
月
12
日
、

崩
リ
遺
跡
で
あ
り
、
約
80
人
が
参
加

し
た
。
土
坑
墓
の
他
、
同
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
縄
文
時
代
後
期
〜
晩
期
（
約

４
千
５
百
年
〜
２
千
８
百
年
前
）
の
建

物
跡
の
説
明
も
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
発
掘
さ
れ
た
柱
穴
跡
や

縄
文
式
土
器
に
遠
い
祖
先
の
息
づ
か
い

を
感
じ
な
が
ら
熱
心
に
説
明
に
聞
き
入

り
、「
縄
文
式
土
器
は
島
外
産
か
。
人

的
交
流
が
あ
っ
た
の
で
は
」
な
ど
の
質

問
を
さ
か
ん
に
ぶ
つ
け
て
い
た
。

　

大
島
地
区
中
学
駅
伝
大
会
（
10
月
14

日
）
で
男
女
そ
ろ
っ
て
３
位
入
賞
し
、

県
中
学
駅
伝
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

た
第
一
中
学
校
駅
伝
部
は
11
月
11
日
、

指
宿
市
で
あ
っ
た
同
大
会
に
出
場
し

た
。

　

男
子
は
、
各
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
が
登

場
す
る
１
区
で
、
先
頭
集
団
に
つ
け
て

い
た
龍
田
優
斗
君
（
３
年
）
が
残
り
１

㎞
で
混
戦
か
ら
抜
け
出
し
ス
パ
ー
ト
、

区
間
３
位
の
快
走
で
２
区
へ
、
１
区
の

勢
い
を
受
け
た
２
区
吉
沢
凛
太
郎
君

（
３
年
）
は
栗
野
中
、
頴
娃
中
ら
を
押

さ
え
２
㎞
地
点
で
一
時
先
頭
に
た
っ
た

が
、
混
戦
の
ま
ま
４
位
で
３
区
へ
、
３

区
の
萩
原
望
夢
君
（
２
年
）
も
持
ち
前

の
粘
り
を
発
揮
し
４
位
で
つ
な
ぐ
。
以

降
、
南
幸
生
君
（
３
年
）、
黒
田
祥
平

君
（
２
年
）、
岩
川
武
蔵
君
（
３
年
）

　

１
基
は
、
焼
骨
塊
と
焼
か
れ
て
い
な

い
頭
骨
が
２
つ
、
計
３
体
が
葬
ら
れ
て

お
り
、
副
葬
品
と
し
て
カ
ム
ィ
ヤ
キ
つ

ぼ
２
個
が
あ
っ
た
。
う
ち
ひ
と
つ
に
は

人
骨
が
入
っ
て
い
た
。
も
う
１
基
に
は
、

焼
骨
塊
と
副
葬
品
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
が
確

認
さ
れ
た
。

　

調
査
す
る
町
教
委
の
澄
田
直
敏
係
長

は
「
埋
葬
の
仕
方
か
ら
当
時
の
指
導
者

ク
ラ
ス
の
墓
で
は
と
の
説
が
あ
り
、
城

久
遺
跡
の
埋
葬
法
と
も
類
似
し
て
い

る
。
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
骨
壺
や
ヤ
コ
ウ
ガ

イ
の
副
葬
品
は
こ
の
年
代
の
南
西
諸
島

の
遺
跡
で
は
例
が
な
い
」
と
話
し
、「
今

後
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
」
と
付
け

加
え
た
。

と
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
結
局
37
チ
ー
ム

中
12
位
で
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た

が
、
終
始
上
位
で
強
豪
チ
ー
ム
と
競
り

合
う
健
闘
を
見
せ
た
一
中
チ
ー
ム
に
沿

道
か
ら
は
暖
か
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
郡
大
会
で
は
思
う
よ
う
な
走
り

が
で
き
ず
和
泊
、
朝
日
に
次
い
で
３
位

に
終
わ
り
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、
県

大
会
で
は
２
チ
ー
ム
を
抑
え
、
雪
辱
を

果
た
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
は
26
位
に
終
わ
っ
た
も

の
の
、
５
区
間
中
４
人
が
１
・
２
年
生

の
た
め
、
来
年
の
活
躍
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。

　

大
島
地
区
消
防
組
合
喜
界
分
署
（
岩

切
進
一
郎
分
署
長
）
は
11
月
15
日
、
職

場
や
家
庭
内
で
の
防
災
意
識
の
高
揚
と

消
火
活
動
技
術
の
向
上
を
図
る
目
的

で
、
自
衛
消
防
大
会
を
町
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
た
。

　

大
会
に
は
消
火
器
の
部
に
男
子
38
人

と
女
子
17
人
、
屋
内
消
火
栓
の
部
に
は

13
チ
ー
ム
39
人
が
出
場
。
初
期
消
火
の

技
術
と
タ
イ
ム
を
競
っ
た
。

　

消
火
器
の
部
で
優
勝
し
た
大
山
祐
輔

さ
ん
は
「
消
防
団
員
な
の
で
面
目
を
保

て
た
。
初
期
消
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、

も
し
も
の
時
は
訓
練
の
成
果
を
生
か
し

た
い
」
と
話
し
た
。

競
技
成
績
結
果
（
敬
称
略
）

消
火
器
の
部
（
男
子
）

優
勝 

大
山
祐
輔
（
土
地
改
良
区
）

同
（
女
子
）

優
勝 

徳
道
子
（
老
人
ホ
ー
ム
）

屋
内
消
火
栓
の
部

優
勝 

役
場
相
撲
チ
ー
ム
（
役
場
）

他に類例を見ない特徴がある土坑墓

現地説明会には約 80 人が詰めかけた

2 区で先頭に立つ吉沢選手（右）

県
中
学
駅
伝
大
会
で
一
中
男
子
が

大
健
闘
、
一
時
は
ト
ッ
プ
に
立
つ

消
火
技
術
と
防
災
意
識
高
め
よ
う

　
　
ー
第
８
回
自
衛
消
防
大
会
ー

大会の様子（屋内消火栓の部）
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国民年金付加年金制度のお知らせ
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　もういくつ寝るとお正月—。
　シームンは、島では重要な料理であり、なくてはならない
ものです。しかしながら若い世代には、「吸い物は冠婚葬祭で
いただくか、正月に親元で食べる料理」となっているようです。
インスタントの吸い物もありますが、まだつくったことがな
い方は、ぜひこの機会にチャレンジしてはいかがでしょうか。

◇鶏ガラは水で洗う。

    ◇鶏ささみはスジを取り、軽く塩をまぶす。

    　　※鶏もも肉や骨付き肉を使い、

          だし取りと具材を兼ねてもよい。

    ◇ショウガは、皮をむき、薄切りにして、

      ３〜５枚を妻楊枝に刺す。

    ◇干しシイタケは戻す。戻し汁も使用。

    ◇ B のだし汁は、一番だしやカツオだしなどで。

①鍋に、鶏ガラ・ショウガ・水をいれて火にかける。

　アクを取り、沸騰したら中火で１時間ほど煮る。

    （鍋のフタはしない）

（一人分 113kcal・塩分 1.8g）

★材料（４人分、分量は好みで調整）

★作り方（作り方は好みで調整）

カァマグに伝えよう！
“ シマジュウリ ”（春雨の吸い物）春雨シームン

不定期連載
正月をはじめ祝いの席に

鶏だしをつくる 

広報きかい版

　　　　◇鶏ガラ・５００ｇ
　　　　◇鶏ささみ（兼具材）・１本
　　　　◇塩・少々                         　　鶏だし
　　　　◇ショウガ（写真参照）・適量
　　　　◇水・２０００ｃｃ

　　　　◇鶏だし・８００ｇ
　　　　◇塩・５ｇ
　　A　 ◇薄口しょうゆ・２０ｃｃ   　　吸い物下地
　　　　◇濃口しょうゆ・少々
　　　　◇シイタケの戻し汁・少々
　　　　◇ショウガ・薄切り２枚

　　　　◇干しシイタケ・２〜３枚
　　　　◇だし汁・適量
　　B 　◇しょうゆ・少々
　　　　◇みりん・少々           　　        具材
　　　　 ◇卵・１個
　　　　◇塩・少々
　　　　◇青ネギ・適量
　　　　◇春雨・７５ｇ
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④鍋に A を入れ、味をととのえる。

　　※春雨が入ると味が薄まるので、味付けは濃い

　　　めにする。下地を多めにつくっておくと、他

　　　の料理にも使える（この下地は鶏飯の出汁に

　　　もなる。春雨をご飯に替え、ケラジミカンの

　　　皮の細切りを入れると、喜界島オリジナル鶏

　　　飯のできあがり）。

⑤戻したシイタケは、B で煮て下味を付け、細く切

　る。※下味を付けることでおいしくなる。

⑥②のささみは、繊維にそって手でさく。

⑦卵は、溶いて塩味を付け、錦糸卵をつくる。

⑧青ネギは、小口切りにする。

⑨春雨は、ゆでて水洗いし（商品説明参照）、

　ザルにとって水気を切る。

⑩お椀に春雨・鶏ささみ・卵・シイタケ・青ネギを

　彩りよく盛る。シームン下地をたっぷり注ぐ。

　※春雨が伸びないうちに、熱々をいただく。

②火を止める５分ほど前に、軽く塩をまぶしておいた

　鶏ささみを入れ、煮えたら火を止める。

　鶏ささみは取り出して⑥で使う。

③鍋はしばらく置いて、こす。

　シームンについて　
　「一汁三菜」というように、吸い物は単なる添え物（おかず）でなく、味噌汁と並んで和食の代表的料理といえます。
また、日本各地でさまざまな具材が使われ、地域色豊かであり「おふくろの味」もそれぞれです。
　島では主に、「昆布とカツオだしのイユ（魚）シームン」と「鶏ガラだしの春雨シームン」の２種類あります。
　祝いの席では「一番シームン」（イユ・赤椀）、「二番シームン」（春雨・黒椀）が出され、「ここの集落の一番シー
ムンは春雨だっけ」などという会話がよく聞かれます（集落によって中身や椀の色に違いがあります）。不祝儀では
春雨シームンは出されず、黒椀に入ったイユシームンのみ食されます
　吸い物ひとつとっても奥が深く、集落や家庭ごとに作り方の違いや決まり事があることからも、喜界島の文化の多
様性をうかがい知ることができますね。

シームン下地をつくる 

具材の準備

具材の準備

下地は鶏飯にも使える
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今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑯

解
　
説

  

内
股
に
塗
る
薬
は
右
側
に

付
け
る
と
左
側
に
も
付
く
。

母
猫
は
安
全
な
家
の
中
で
も

子
猫
の
首
根
っ
こ
を
く
わ

え
て
居
場
所
を
頻
繁
に
変
え

る
。

　

信
念
ど
こ
ろ
か
節
操
も
な

く
あ
ち
ら
に
付
き
こ
ち
ら
に

付
き
す
る
日
和
見
主
義
と
、

住
所
や
職
業
を
転
々
と
す
る

根
無
し
草
を
戒
め
る
言
葉
で

あ
る
。

マ
タ
バ
ス

　
　
　
（
股
ぐ
ら
）

コ
ー
ヤ
ク

　
　
　
（
膏
薬
）

マ
ヤ
ー
ヌ

　
　
　
（
猫
の
）

カ
ム
チ

　
　
　
（
子
持
ち
）

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
た
く
ま
し
く
伸の
ぶ
緑
葉
に

は
げ
ま
さ
れ
つ
つ
師
走
を
迎
ふ嶺

倉　

祝
子

ふ
り
零こぼ
す
ひ
ら
す
ら
高
き
蝉
し
ぐ
れ

秋
陰
ふ
か
く
夕
暮
れ
て
ゆ
く林　

　

蓮
香

島
遊
び
孫
に
手
ひ
か
れ
太
鼓
の
音

八
月
踊
り
す
べ
て
に
感
激

有
村　

道
子

我
が
庭
の
銀
杏
黄もみ
じ
ば

葉
ひ
ら
ひ
ら
と

風
の
ま
に
ま
に
窓
に
散
り
来
る平

尾　

チ
ヨ

美
し
き
村
連
合
に
加
盟
せ
り

称
え
我
が
島
ふ
る
さ
と
喜
界
を弥

島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

揺
れ
る
葉
の
芙
蓉
の
花
も
奏
か
な
でい

る

淡
紅
色
に
美
し
く
映
ゆ

島
崎　

久
代

突
然
の
姪
の
夫
つ
れ
あ
い婦
来
訪
に

夫
の
喜
び
喝
采
止
ま
ず

井
澤
紀
美
子

み
ず
の
え
の
い
ぬ
の
日
お
墓
賑
わ
い
て

ご
先
祖
畏
敬
心
深
め
む

前
田
喜
代
美

咲
き
ほ
こ
る
目
を
引
く
花
の
雅ゆう
が
さ
に

今こよ
い夜

ひ
と
と
き
月
下
美
人

豊
島　

文
子

山
の
精
湧
き
出
る
泉
滝
川
の

天
地
の
恵
万よろ
づ
よ

代
ま
で
に

豊
島　
　

瞳

た
ま
ゆ
ら
に
百
之
台
地
に
佇
め
ば

レ
ー
ス
の
さ
ざ
波
わ
が
島
を
抱
く

美
代　

イ
シ

幼
日
の
腕
白
坊
主
現いま
は
早はや

家
族
一
児
の
父
親
と
な
り

平
島　

初
子

喜
界
歌
壇

『
税
で
創
る
、あ
か
る
い
未
来
』

12
月
26
日
は
、

　

固
定
資
産
税
３
期
分

　
　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

喜界町の推計人口（平成 23 年 11 月 1 日現在）

喜界町の推計人口（平成 23 年 12 月 1 日現在）

世帯数…3,619 戸（△   2）（ 　）は前月比
人　口…8,028 人（△ 14）
　男　…3,866 人（△   4）
　女　…4,162 人（△ 10）

世帯数…3,613 戸（△   6）（ 　）は前月比
人　口…8,016 人（△ 12）
　男　…3,868 人（　   2）
　女　…4,148 人（△ 14）

戸
籍
の
窓

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

田
口
　
湊ミ

ナ

ト仁
・
彰
平
・
赤
連

吉
川
　
大ダ

イ

キ貴
・
譲
治
・
湾

益
田
　
玲レ

イ

ア亜
・
大
介
・
志
戸
桶

玉
利
　
海カ

イ

チ一
・
寿
人
・
城
久

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

白
　
水
・
勇
元
　
ス
イ
・
94
才

赤
　
連
・
大
山
　
ミ
エ
・
87
才

上
嘉
鉄
・
榮
　
　
ツ
チ
・
88
才

手
久
津
久
・
瀧
　
フ
ジ
ノ
・
97
才

花
良
治
・
玉
利
　
清
松
・
83
才

荒
　
木
・
光
岡
　
イ
シ
・
99
才

赤
　
連
・
山
口
あ
け
み
・
56
才

上
嘉
鉄
・
澄
田
お
も
と
・
91
才

花
良
治
・
玉
利
　
兼
照
・
80
才

　
湾
　
・
榮
　
　
ク
ニ
・
89
才

志
戸
桶
・
花
岡
　
ヨ
ネ
・
90
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

■
ふ
る
さ
と
寄
附
者

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

喜
島　

卓
一　

神
奈
川
県

■
一
般
寄
附
者
（
敬
称
略
）

田
畑　

一
三　

長
崎
県

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

中　

間　

要　
　
　

守

中　

里　

賀
村　

治
子

志
戸
桶　

吉
岡　

道
秀

　

湾　
　

榮
多　

雅
江

白　

水　

勇
元　

廣
四

赤　

連　

濵
川　

岩
一

上
嘉
鉄　

栄　
　

哲
雄

赤　

連　

山
口　

正
幸

荒　

木　

光
岡　

孝
一

花
良
治　

玉
利　

信
子

大
阪
府　

榊　
　

ヒ
サ

（
池
治
出
身
）

上
嘉
鉄　

澄
田　

治
典

神
奈
川
県　

生
駒　
　

斌

（
中
間
出
身
）

社
協
だ
よ
り

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

氏
　
　
　
名

住
　
所

（（
玉
　
利
　
　
　
猛
・
中
　
間

梅
　
田
　
美
　
香
・
中
　
間

具
志
頭
　
　
　
力
・
　
湾

深
　
水
　
真
　
美
・
荒
　
木

10月26日公表の国勢調査
確定値による推計のため、
10月1日現在からの増減数
に差異があります。
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 

モクビャッコウ（木白虹、木白香）

アツバジシバリ（厚葉地縛）

ニトベギク（新渡戸菊）

　トカラ列島の悪石島以南から沖縄・台湾・フィリ
ピンにかけて、また小笠原諸島にも自生するキク科
モクビャッコウ属の常緑低木。
　全体に灰白色の短毛があり、花びらの目立たない
黄色い可憐な花は、悪臭がある。その割には漢字名
には「香」の字が使われている。
　園芸種としても流通しており、開花期よりも葉だ
けが白銀に輝く時季に価値がある観葉植物である。
　モクビャッコウは地球上で１属１種であり、希少
価値があるためか、沖縄では自生種の絶滅が危惧さ
れているという。
　隆起石灰岩（サンゴ）によく自生するため、沖縄
では「イシヂク（石菊）」と呼ばれる。本町の自然保
護植物。花言葉は不明。

　ほぼ日本全域に自生するキク科ニガナ属の多年草。名の由来は、根が地
を這って縛るように広がることから。表紙写真の下側に見えるとおり、海
辺に咲く。よく似た亜種にオオジシバリがあるが、この種は名のとおり葉

が厚く、花をひとつの茎から
10 〜 20 も付けるため、容易
に見分けることができる。
　同じ自生域には、花が酷似
するハマニガナもあるが、こ
ちらは花や円形の葉を砂から
直にだすため、見分けること
ができる。
　ジシバリの仲間の花言葉は

「人知れぬ努力」。

　中米メキシコが原産とされるキク科ニトベギク属の多年草（地域に
よっては一年草。亜熱帯気候の喜界島では常緑低木化する）。旧５千円
札の肖像画に使われた新渡戸稲造が、明治末期に台湾から持ち込んだ
ため、この名が付いたとされる。
同じキク科のヒマワリに似るこ
とから、皇帝ヒマワリという別
名がある。
　今月号で紹介する花は、すべ
てキク科であるが、それぞれに
個性があっておもしろい。花言
葉は不明。

vol.

42

12月

小野津小学校にて

こちらは「ハマニガナ」

花の直径は10cmほど
木質化して高さ４m 程になったニトベギク
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母
校
訪
問湾

小
学
校

　

湾
小
学
校
の
前
身
は

明
治
８
年
、
変
則
的
湾

郷
校
と
し
て
旧
農
協
前

に
設
立
さ
れ
、
西
郷
校

な
ど
の
名
称
変
更
を
経

な
が
ら
同
19
年
に
現
農

協
敷
地
に
移
転
。
翌
20

年
に
は
湾
尋
常
小
学
校

と
な
り
、
同
45
年
に
現

在
地
に
移
転
し
た
。

　

そ
の
間
、
坂
嶺
や
荒

木
、
上
嘉
鉄
に
仮
教
場
・

分
教
場
を
設
置
し
な
が

ら
昭
和
16
年
、
湾
国
民

学
校
と
な
る
。

　

同
20
年
に
は
戦
災
で

に
近
く
、
行
政
・
経
済
の
中
心
地
に
あ
っ
て
、

神
社
や
文
教
施
設
、
官
公
庁
、
さ
と
う
き

び
畑
な
ど
に
囲
ま
れ
た
環
境
と
、
町
内
最

多
を
誇
る
児
童
数
を
活
か
し
な
が
ら
、
幅

広
い
学
校
運
営
を
し
て
い
る
。

　

朝
早
く
登
校
し
て
体
操
服
に
着
替
え
、
校

庭
で
運
動
す
る
児
童
ら
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。

学
習
面
で
は
、
約
束
事
を
し
っ
か
り
身
に
つ

す
べ
て
の
校

舎
を
焼
失
し

た
が
、
同
23

年
、
喜
界
町

立
湾
小
学
校

と
な
っ
て
現

在
に
い
た

る
。

　

現
在
で

は
、
島
の
海

と
空
の
玄
関

け
さ
せ
、
話
し
合
う
活
動
を
と
お
し
て

互
い
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
あ
う
「
言

語
活
動
」
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
名
物
の
『
湾
学
校
音
頭
』
は

創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
、

児
童
は
も
ち
ろ
ん
卒
業
生
や
保
護
者
か

ら
も
愛
さ
れ
、
今
も
運
動
会
で
歌
い
、

踊
り
継
が
れ
て
い
る
。

昭和20年代（ガジュマルかげから撮影）

おやじの会によるソーメン流し大会

校長：小林博宜（第32代）、児童数286人・学級数14・教職員25人

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑨

年度 児童数 学級数

昭和43 622 18

　　47 566 16

　　50 518 16

　　55 476 13

平成元 438 13

　　5 372 12

　　10 332 12

　　20 305 12

児童数等の推移

学
校
概
要

 　

校　

歌
作
詞 

平
岡　

禎
吉 

作
曲 

林　
　

幸
光 

一　

天
神
山
に
霧
晴
れ
て

　
　

緑
の
風
は
朝
を
呼
ぶ

　
　

学
び
の
窓
に
き
ょ
う
も
ま
た

　
　

目
ざ
す
し
る
し
の
和
と
誠

　
　

わ
た
し
の
つ
と
め
を
励
む
の
だ

二　

黄
金
の
入
り
日
落
ち
果
て
て

　
　

ま
た
た
く
星
は
夢
を
呼
ぶ

　
　

若
い
力
は
あ
す
も
ま
た

　
　

つ
く
す
し
る
し
の
和
と
誠

　
　

希
望
の
空
に
祈
る
の
だ

三　

や
け
つ
く
夏
も
あ
ら
し
に
も

　
　

は
る
か
な
光
と
も
し
つ
つ

　
　

南
の
島
の
幸
う
ん
で

　
　

豊
か
な
町
の
喜
び
を

　
　

日
本
の
平
和
を
歌
う
の
だ

〈
校
　
訓
〉

和
と
誠

　 湾 学 校 音 頭
作詞　得田 玉照 
作曲　渉 　秀豊 

１　湾学校のしあわせを
　　緑の風か 潮風か
　　アーソレソレ そよぐ神風が
　　天神山から 天神山から
　　ふいて来る アーソーカイナ
　　　　　　　　　　　ソーカイナ
２　湾学校の良い子たち
　　暑さも寒さも 何のその
　　アーソレソレ 育つ学び舎で
　　今日も元気で 今日も元気で
　　励んでる アーソーカイナ
　　　　　　　　　　　ソーカイナ
３　湾学校の和と誠
　　とうとい教え 身につけて
　　アーソレソレ そうだ師の恩を
　　ガジュマルかげに
　　　　　　　　カジュマルかげに
　　思い出す アーソーカイナ
　　　　　　　　　　　ソーカイナ
４　湾学校の誇らさや
　　明治大正 今の代と
　　アーソレソレ 祖先の意思ついで
　　島の心の　島の心の 
　　よりどころ アーソーカイナ　　
　　　　　　　　　　　ソーカイナ


